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都 立 山 崎 高 等 学 校 全日制課程

今年度の取組と自己評価

各教科ごと指導内容や指導方法に工夫を重ね、一つ一つの授業を大切にした取組を実施するとともに定期考査等
の生徒の学力分析を行い教科間での補習等を実施するなど学力の向上を図ってきた。ＩＣＴを積極的に活用した授
業やアクテイブ・ラーニング的手法を用いた授業についても、組織的な取り組みとして進められるよう校内研修を実
施し、教員間の相互授業観察などにより教員が学び合う機会を増やした。今後、大学の入試問題の研究についても
積極的に努めるとともに進路指導と連携し、生徒の学力向上に向けた授業内容の一層の向上を目指してゆく。

学校生活は楽しく充実している　８２％、文化祭・体育祭は積極的に参加　８５％
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学習・行事・部活　すべての体験から進路実現へ
～努力が結実する学校～
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３年間の系統的キャリア教育を実施し、人生の目標としての進路実現を目指す。
アーチェリー部、ダンス部、サッカー部、バスケットボール部、硬式テニス部、硬式野球
部、ソフトボール部、体操部、水泳部、ハンドボール部、バレー部、吹奏楽部、演劇部
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大 学
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ア ク セ ス
小田急線町田駅バスセンターから山崎団地行乗車、北2号下車3分
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普通科

小田急線町田駅バスセンターから下山崎行乗車、山崎高校入口下車3分

1.48

合計

女子 2.77

分割
前期

そ の 他
の 特 徴

そ の 他
オリンピック・パラリンピック教育アワード校
アクティブラーニング推進校
スポーツ特別強化校(アーチェリー部）

校 服 制服
男子：紺・グレー
女子・紺・チェック

ホームページ

普通科　６７８名(男子３６３名・女子３１５名）

自律経営推進予算
30年度(単位：万円)

所 在 地

合計

教育課程の
特 徴

習熟度別授業（１～２年コミュニケーション英語Ⅰ～Ⅱ、３年英語表現Ⅱ、１年数学
Ⅰ、２年数学Ⅱ、）、少人数編成授業(家庭基礎,体育）、3学期制

学 科

分割
前期1.38

１　各種委員会活動や行事などを通して、規律正しい生活習慣や規
範意識の育成を進める
２　近隣の小学校や中学校と協力した挨拶運動に取り組むなど、礼
儀作法やおもてなしの心の育成を進める

目標

主な学校行事

目 指 す 学 校

今年度の重点目標

体育祭、文化祭、マラソン大会、芸術鑑賞教室
(1) 生徒の可能性を最大限に引き出す授業内容や主体的・対話的で深い学びとなるよう工夫された授業方法によるきめ細かで丁寧な指導を行い、全ての生徒の進路希望を実現する学校　(2) 学校行事や部活動等、学
校における全ての教育活動をとおして人権尊重の理念を正しく理解すると共に、社会におけるルールやマナーを身に付け、自律的に行動できる生徒を育成する学校　(3) 豊かで平和な国際社会を創造する担い手とし
て、社会の変化を適正に判断し、グローバル社会に貢献できる人間を育成する学校　(4) 地域との交流を深め、地域貢献をはじめ学校の特色ある活動を積極的に公開し、地域に根ざした開かれた学校

目

標

②

社会のルールやマナーを身に付けた生徒の育成

http://www.yamasaki-h.metro.tokyo.jp
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今年度の数値目標の内容
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①

教科マネジメントを確立し、組織的に生徒の学力向上を図る

１　生徒の学力を客観的に把握し、指導内容や指導方法の計画的な
工夫と改善を推進
２　教科指導における学習到達度を明確にした授業を展開する。
３　教科として授業内容、授業進度、考査問題の共通化を進める。

目標① （H29年度から）授業満足度（授業は工夫されたものである） 80% 61%―

目

標

③

生徒の希望する進路の実現

１　インターンシップやボランティア活動などを通して、望ましい勤労
観、職業観を育て、社会の一員としての役割を自覚させる。
２　面談を充実させることで生徒に目標を確認させるとともに、生徒へ
の進路情報を適切に提供し、その個性・能力に応じた主体的な進路
選択ができるよう支援を行う。

国際ロータリークラブとの連携による１年生全員のインターンシップ参加や部活動部員による地域清掃活動や部活
動単位の地域イベントの参加、東日本大震災復興支援イベント「スタンドアップ・サミット」、合同防災キャンプ2018へ
の生徒の参加など、勤労観・職業観を高めるとともにボランティアマインドの資質を醸成する取組を実施し、生徒の
自尊感情を高め、社会の一員としての役割を自覚させた。生徒への進路情報を素早く適切に提供できるよう進路指
導室の活用方法を改善し、生徒指導部の教員を常駐させることで生徒一人一人の進路実現に向けた支援体制を
整えた。また、進路ガイダンス等も３年間の系統的取組を実施した。

27年度 28年度

目標② （H29年度から）礼儀作法やおもてなしの心の育成 80% 79%― ―

目標③ （H29年度から）進路希望達成率 100% 98%― ―
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0.72

推薦(調査書点５00点[評定],作文点200点、面接点300点）前期(学力調査７00点[5教科],調査書300
点[評定]、後期(学力検査600点[３教科]、調査書４００点[評定]、面接３００点）
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1.05 女子

小、中、高で連携した「あいさつ運動」を実施し、地域の学校としての在り方、一人の高校生としての在り方について
生徒に自覚させるとともに規律正しい生活習慣や規範意識の育成を進めた。「グローバルマナーとおもてなしの心」
として筑波大学教授　江上 いずみ氏による講演を実施した。アメリカのディビス高校とオンラインでつながり英語授
業を通じたメール交換等の国際交流により他文化を理解するとともに相手を思いやる礼儀作用やおもてなしの心の
育成を進めた。また、生徒による近隣の小学校へのＳＤＧｓ出前授業等の取組によって、環境に対する意識を高揚さ
せるとともに規範意識の形成に寄与した。
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29年度 31年度 32年度 33年度
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今年度
目標 実績実績 目標 実績 目標 実績

― ― 80% 75%

平成30年度　都立学校・学校経営シート

80% 77%
95% 99
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http://www.yamasaki-h.metro.tokyo.jp/


君の本気を全力応援！ 

東京都立山崎高等学校 


